
　

三
月
八
日
は
、
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
事
務
局
長
の
平
野
喜
之
が
住
職
を
務

め
る
浄
専
寺
の
本
堂
で
、「
鶴
彬 

こ
こ
ろ
の
軌
跡
」
を
製
作
さ
れ
た
神
山
征

二
郎
監
督
の
最
新
作
「
シ
ン
ペ
イ 

歌
こ
そ
す
べ
て
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

六
月
七
日
（
日
）
は
、
午
後
二
時
か
ら
ま
ち
か
ど
交
流
館
一
階
広
場
で

石
川
県
能
美
市
出
身
の
小
説
家
谷
口
善
太
郎
の
没
後
五
〇
年
記
念
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
谷
口
善
太
郎 

た
た
か
う
小
説
」
の
上
映
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
谷
口
善
太
郎
も
鶴
彬
と
同
様
に
、
治
安
維
持
法
で
検
挙
さ
れ
ま
し

た
。
上
映
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
本
誌
10
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
治
安
維
持
法
制
定
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
の
記
念
の
年
で
し

た
。
そ
れ
に
因
ん
で
今
年
の
高
松
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
金
沢
星

稜
大
学
経
済
学
部
特
任
教
授
の
本
康
宏
史
氏
に
「
鶴
彬
と
治
安
維
持
法
―
七

連
隊
赤
化
事
件
の
背
景
―
」
と
い
う
講
題
で
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

令
和
の
治
安
維
持
法
と
も
言
え
る
ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定
や
憲
法
改
正
を

目
論
む
政
権
が
発
足
し
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

成
立
と
も
重
な
り
、
闇
が
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
こ
ん
な
と
き
、
鶴
彬
な
ら

ど
ん
な
川
柳
を
吐
く
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
か
。

　

昨
年
は
「
平
和
と
復
興
」
へ
の
祈
り
で
折
り
鶴
を
折
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
こ
の
最
悪
の
政
治
的
状
況
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
ど
う
抗
う
べ
き

か
、
鶴
彬
や
谷
口
善
太
郎
か
ら
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

盛岡にある鶴彬のお墓



第第
2727
回回  

鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
総
会

鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
総
会

　

総
会
は
、
令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
２
月
14
日
、

ま
ち
か
ど
交
流
館
１
階
で
開
催
し
、
13
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
ま
ず
平
野
喜
之
事
務
局
長
が
開
会
、
議
長

に
遠
田
勝
良
事
務
局
を
選
任
し
ま
し
た
。
議
事
に
入

り
、
事
務
局
長
か
ら
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
の
事

業
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
7（
２
０
２
5
）年
度
の
事
業
報
告

１
．
第
26
回
総
会

　

２
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
ま
ち
か

ど
交
流
館
１
階
で
開
催
し
ま
し
た
。
前
年
度
の
事

業
、
決
算
報
告
が
あ
り
、
25
年
度
事
業
計
画
、
予
算

を
協
議
承
認
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
14
名
で
し
た
。

２
．
第
27
回
鶴
彬
を
た
た
え
る
集
い　

 

（
は
ば
た
き
50
号
に
記
載
）

①
第
８
回
鶴
彬
墓
碑
法
要
の
集
い

　

９
月
14
日
約
20
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
雨

の
た
め
、
浄
専
寺
の
本
堂
で
法
要
を
勤
め
ま
し
た
。

読
経
の
中
で
参
加
者
た
ち
が
焼
香
を
行
い
、
続
い
て

平
野
喜
之
浄
専
寺
住
職
に
よ
る
感
話
が
あ
り
ま
し
た
。

②
第
27
回
鶴
彬
を
た
た
え
る
集
い

　

墓
碑
法
要
の
後
、
場
所
を
高
松
歴
史
公
園
に
移
し

て
、
句
碑
前
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

約
20
名
で
し
た
。
司
会
は
幹
事
の
高
橋
成
典
さ
ん

で
、
先
ず
板
坂
洋
介
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
親
族

を
代
表
し
て
鶴
彬
甥
の
喜
多
義
教
さ
ん
が
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
か
ほ
く
市
油
野
和
一
郎
市
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
幹
事
の
遠
田
勝
良
さ
ん
よ
り
代
読
さ
れ
ま

し
た
。
集
い
に
は
盛
岡
と
大
阪
の
仲
間
か
ら
も
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
遠

田
さ
ん
か
ら
第
30
回
鶴
彬
川
柳
大
賞
の
選
考
結
果
に

つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、
高
松
吟
詠
会
代
表
の
竹
田

求
氏
が
鶴
彬
の
川
柳
を
吟
詠
、
最
後
に
参
加
者
全
員

に
よ
る
句
碑
献
花
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
の
記
念
写

真
撮
影
を
終
え
散
会
し
ま
し
た
。

３ 

．「
高
松
少
年
少
女
合
唱
団
」、「
は
ま

な
す
コ
ー
ラ
ス
」、「
で
え
げ
っ
さ
あ
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
冬
の
ト
氏
の
講
演

　

は
ば
た
き
50
号
の
６
、
７
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
詳
し
く
は
そ
こ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す

が
、
９
月
14
日
・
15
日
は
同
じ
会
場
（
産
文
大
ホ
ー

ル
）
で
し
た
。
14
日
は
、
高
松
少
年
少
女
合
唱
団
と

は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱
、
そ
の
後
、
か
ほ
く
市

民
川
柳
祭
の
受
賞
式
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
と
中

学
生
の
部
の
課
題
は
「
喜
」、
一
般
の
課
題
は

「
悲
」
で
し
た
。
会
場
に
は
千
羽
鶴
を
展
示
し
、
さ

ら
に
来
場
さ
れ
た
方
々
に
会
場
で
鶴
を
折
っ
て
も
ら

う
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　

15
日
は
、
で
え
げ
っ
さ
あ
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
の

後
、「
鶴
彬
川
柳
大
賞
」
応
募
30
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
あ
か
つ
き
川
柳
会
会
長
の
冬
の
ト
氏
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
東
京
や
大

阪
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

４
．
第
30
回
鶴
彬
川
柳
大
賞

　
「
現
代
を
鋭
く
風
刺
し
た
、
新
し
い
感
覚
の
川

柳
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
161
名
よ
り
100
名

上
回
る
261
名
の
応
募
作
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選

者
に
は
、
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
に
選
考
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

５
．
普
及
活
動

① 

８
月
24
日
、
顕
彰
会
事
務
局
の
遠
田
、
喜
多
、
平

野
（
喜
）
で
、
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
安
孫
子
の

ハ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
秦
荘
で
開
催
さ
れ
た
第
29

回
仏
教
徒
平
和
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て
、
映
画

「
鶴
彬 

こ
こ
ろ
の
軌
跡
」
を
観
賞
、
神
山
征
二
郎

監
督
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

② 

鶴
彬
通
信
「
は
ば
た
き
」
の
発
行
は
本
年
度
３
回

発
行
を
目
標
に
、
第
48
号
／
４
月
30
日
、
第
49
号

／
９
月
１
日
、
第
50
号
／
11
月
20
日
に
発
行
し
ま

し
た
。
鶴
彬
通
信
発
行
で
、
行
事
計
画
と
経
過
報

告
を
会
員
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
も
企
画
と
編
集
内
容
を
充
実
し
鶴

彬
を
発
信
し
て
行
き
ま
す
。

③ 

当
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
は
、
戦
後
・
被
爆
80
年　



平
和
を
願
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け
に
呼
応

し
、
８
月
１
日
（
金
）〜
15
日
（
金
）
石
川
県
庁

19
階
展
望
ロ
ビ
ー
・
交
流
コ
ー
ナ
ー
を
会
場
に
し

た
「
平
和
の
パ
ネ
ル
展
」
等
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
企
画
の
一
環
と
し
て
「
反
戦
川
柳
作
家
鶴

彬
パ
ネ
ル
展
」（
12
枚
の
パ
ネ
ル
）
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
２
週
間
の
開
催
期
間
中
に
多
く
の
県

民
に
観
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④ 

９
月
17
日
（
水
）〜
10
月
１
日
（
水
）
に
、
七
塚

う
み
っ
こ
ラ
ン
ド
で
鶴
彬
の
パ
ネ
ル
展
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
８（
２
０
２
６
）年
度
の
事
業
計
画

１
．
事
業
活
動 

―
―
―
―
―

第
14
回
「
鶴
彬
の
ふ
る
さ
と
・

　
　

高
松
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

・
９
月
12
日
（
土
）〜
14
日
（
月
）

■
第
13
回
「
鶴
彬
」
か
ほ
く
市
民
川
柳
祭

■
第
31
回
鶴
彬
川
柳
大
賞

・
９
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

・
会
場
／
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

　
「
鶴
彬
」
か
ほ
く
市
民
川
柳
表
彰
式

　

表
彰
式
の
前
に
「
は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス
」
と

「
高
松
少
年
少
女
合
唱
団
」
の
出
演
を
予
定
。

・
閉
会
／
午
後
５
時

・
作
品
募
集
期
間
に
つ
い
て

①
第
13
回
か
ほ
く
市
民
川
柳
祭

　
　

５
月
11
日
〜
７
月
10
日

　
　

一
般
の
部
の
課
題
は
「
敵
」

　
　

小
中
学
生
の
部
の
課
題
は
「
守
る
」

②
第
31
回
鶴
彬
川
柳
大
賞

　
　

５
月
11
日
〜
７
月
21
日

■
コ
ン
サ
ー
ト
＆
講
演

・
９
月
13
日
（
日
）

・
開
会
／
午
後
２
時
〜　

・
会
場
／
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

　

白
山
市
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
「
で
え
げ
っ
さ

あ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
本
康 
宏
史
氏
の
講
演

　
「
鶴
彬
と
治
安
維
持
法
―
七
連
隊
赤
化
事
件
の
背

景
―
」

　

本
康
宏
史
氏
（
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
特
任
教

授
）
は
、
昨
年
（
２
０
２
５
年
）
10
月
７
日
の
夜
、

七
塚
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
講
義
室
（
か
ほ
く

市
立
中
央
図
書
館 

２
階
）
で
「
鶴
彬
と
七
連
隊
赤

化
事
件
」
と
い
う
題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

・
閉
会
／
午
後
５
時

■
第
９
回
「
墓
碑
法
要
の
集
い
」

・
９
月
14
日
（
月
）

・
開
会
／
午
前
10
時
〜
閉
式
10
時
30
分

・
会
場
／
浄
専
寺

■
第
28
回
鶴
彬
を
た
た
え
る
集
い
　
碑
前
祭
　

・
９
月
14
日
（
月
）

・
開
会
／
午
前
11
時
〜
閉
会
11
時
30
分

・
会
場
／
高
松
歴
史
公
園

２
．
普
及
活
動 

―
―
―
―
―

１ 

．
機
関
紙
「
鶴
彬
通
信
は
ば
た
き
」・
年
３
回
発
行

〈
予
定
・
４
月
・
８
月
・
11
月
〉

２ 

．
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
七
塚
う
み
っ
こ
ラ

ン
ド
で
鶴
彬
の
パ
ネ
ル
展
を
原
爆
展
と
一
緒
に
開

催
予
定
（
７
月
22
日
〜
８
月
５
日
）。
ま
た
、
昨

年
の
よ
う
に
県
庁
に
パ
ネ
ル
を
展
示
で
き
る
機
会

が
あ
れ
ば
そ
の
機
会
を
利
用
す
る
。
な
け
れ
ば
、

積
極
的
に
利
用
で
き
な
い
か
を
考
え
る
。

３ 

．『
反
戦
川
柳
人　

鶴
彬
と
盛
岡
』（
鶴
彬
を
語
る

盛
岡
の
会
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
鶴
彬
の
墓
は

な
ぜ
盛
岡
に
あ
る
の
か
」（
牛
山
靖
夫
）
を
今
年

度
の
「
は
ば
た
き
」
に
掲
載
す
る
。

４
．
資
料
室
を
整
備
し
、
充
実
を
は
か
る
。

　

事
務
局
長
の
事
業
報
告
に
続
い
て
、
会
計
担
当
の

小
山
広
助
さ
ん
が
令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
の
財
政

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。



　

は
じ
め
に

　

鶴
彬
こ
と
喜
多
一か
つ

二じ

は
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年

１
月
１
日
、
石
川
県
高
松
町
（
現
か
ほ
く
市
）
に
生

ま
れ
た
。
鋭
い
反
戦
川
柳
を
よ
み
、
東
京
で
特
高
警

察
に
逮
捕
さ
れ
、
拘
留
中
に
赤
痢
に
か
か
っ
た
の

か
、
か
け
ら
れ
た
の
か
、
１
９
８
８
（
昭
和
13
）
年

９
月
14
日
、
29
歳
で
絶
命
し
た
。

　

墓
は
、
岩
手
県
盛
岡
市
本
町
通
り
の
光
照
寺
に
あ

る
。
光
照
寺
に
は
山
門
の
脇
の
桜
の
木
の
下
に
鶴
彬

の
代
表
句
の
一
つ
、「
手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し

て
か
へ
し
」
の
句
碑
が
あ
る
。

　

裏
に
「
昭
和
初
期
、
軍
国
主
義
体
制
に
反
対
し
、

平
和
を
希
求
す
る
川
柳
作
品
を
発
表
し
続
け
た
。
治

安
維
持
法
違
反
で
捕
ら
わ
れ
た
が
、
最
後
ま
で
戦
争

反
対
を
叫
び
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
年
）
年
九
月

十
四
日
、
獄
中
病
死
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

墓
の
場
所
は
、
光
照
寺
と
は
道
を
へ
だ
て
た
向
か

い
側
の
塀
の
中
の
墓
地
に
あ
る
。
い
ま
は
喜
多
家
の

墓
の
脇
に
「
鶴
彬
の
墓
」
と
刻
ん
だ
石
碑
が
建
っ
て

い
る
の
で
目
印
に
な
る
。

　

岩
手
の
国
賠
同
盟
で
は
１
９
９
１
年
１
月
に
発
足

し
た
と
き
か
ら
治
安
維
持
法
犠
牲
者
で
あ
る
鶴
彬
の

墓
の
案
内
を
し
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
９
月
に
は
鶴
彬
の
志
と
活
動
を
語
り

あ
い
、
学
び
あ
い
、
広
め
あ
お
う
と
、「
鶴
彬
を
語

る
盛
岡
の
会
」
を
つ
く
り
、
秋
の
つ
ど
い
を
９
月
14

日
に
、
春
の
つ
ど
い
を
「
３
・
15
弾
圧
を
忘
れ
る

な
」
と
３
月
15
日
に
も
っ
て
い
る
。

　

反
戦
川
柳
人
・
鶴
彬
は
、
い
ま
で
こ
そ
研
究
者
た

ち
の
著
作
、
小
説
、
映
画
ま
で
あ
る
の
で
、
多
く
の

人
に
知
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
鶴
彬
の
全
作
品

の
収
集
に
つ
と
め
、「
全
集
」
を
編
集
し
た
一い
っ

叩こ
う

人じ
ん

（
命
尾
小
太
郎
）
が
、
こ
の
墓
に
よ
う
や
く
た
ど
り

着
い
た
の
は
、
没
後
39
年
の
１
９
７
７
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
《
こ
こ
に
い
た
の
か
。
十
年
か
け
て
探
し
た
。
十

年
か
け
て
探
し
た
ん
だ
よ
と
、
一
叩
人
さ
ん
は
墓
に

す
が
っ
て
泣
い
た
》
と
い
う
（
鶴
彬
の
兄
孝
雄
夫

人
・
多
鶴
談
）。

　

鶴
彬
の
墓
を
案
内
す
る
と
、
決
ま
っ
て
「
な
ぜ
墓

は
盛
岡
に
あ
る
の
か
」
と
質
問
さ
れ
る
。

　

鶴
彬
を
め
ぐ
る
岩
手
の
人
び
と
の
こ
と
に
も
ふ
れ

て
、
そ
の
質
問
に
応
え
て
お
き
た
い
。

鶴
彬
の
墓
は
な
ぜ
盛
岡
に
あ
る
の
か

鶴
彬
の
墓
は
な
ぜ
盛
岡
に
あ
る
の
か

  

―
鶴
彬
を
め
ぐ
る
岩
手
の
人
々
―

―
鶴
彬
を
め
ぐ
る
岩
手
の
人
々
―

光照寺境内の句碑

喜
多
家
の
墓
　



　

兄
の
孝
雄
が
建
て
た
喜
多
家
の
墓

　

な
ぜ
鶴
彬
の
墓
が
、
故
郷
の
石
川
県
を
遠
く
は
な

れ
た
東
北
の
盛
岡
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
盛
岡
で
染

屋
を
し
て
い
た
兄
の
孝
雄
が
弟
の
遺
骨
を
引
き
と

り
、
こ
こ
に
埋
葬
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

列
車
で
盛
岡
へ
帰
っ
て
く
る
間
も
、
密
か
に
営
ま

れ
た
葬
儀
に
も
、
特
高
警
察
の
監
視
の
眼
が
光
っ
て

い
た
と
い
う
。

　

孝
雄
は
翌
年
の
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、
新
盆

を
前
に
喜
多
家
の
墓
を
建
て
た
。

　

墓
碑
に
は
父
の
松
太
郎
、
姉
の
初
枝
、
一
二
の
順

に
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
母
の
寿す

ず々

は
、
夫
の
松
太
郎
が
33
歳
で
亡

く
な
っ
た
た
め
、
同
郷
の
滝
井
芳
太
郎
と
再
婚
し
た

の
だ
が
、
い
ま
は
そ
の
滝
井
寿
々
も
孝
雄
も
同
じ
墓

で
鶴
彬
と
一
緒
に
眠
っ
て
い
る
。

　

孝
雄
は
先
妻
の
フ
ミ
に
４
人
の
子
ど
も
を
残
し
て

先
立
た
れ
た
の
で
、
多
鶴
と
再
婚
し
た
。
多
鶴
か
ら

聞
い
た
話
に
よ
れ
ば
孝
雄
が
岩
手
に
来
て
、
染
屋
を

は
じ
め
た
経い
き
さ
つ緯
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
文
中

《 

》
内
は
鶴
が
語
っ
た
話
）。

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
１
日
、《
関
東
大

震
災
で
東
京
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
夫
は
、
東
北

線
の
線
路
に
そ
っ
て
、
歩
い
て
岩
手
に
来
た
そ
う
で

す)

。
鶴
彬
よ
り
２
歳
年
上
の
兄
が
、
い
つ
東
京
に

出
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
り
の
事
情

は
わ
か
ら
な
い
。
孝
雄
は
16
歳
だ
っ
た
。

　
《
六
回
も
仕
事
を
変
え
た
そ
う
で
す
》
と
い
う
か

ら
、
定
職
に
つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

鶴
彬
が
17
歳
の
と
き
大
阪
に
出
て
町
工
場
で
働

き
、
そ
の
後
、
東
京
に
出
た
も
の
の
自
由
労
働
者
の

身
で
、「
失
職
を
す
る
と
啄
木
が
兄
の
や
う
に
思
は

れ
ま
す
」
と
友
人
に
手
紙
を
書
い
た
の
と
同
じ
境
遇

で
あ
る
。

　
《
夫
は
岩
手
に
来
る
と
き
、
三
歳
年
下
の
七
五
郎

と
一
緒
で
し
た
。
二
人
が
鉄
橋
の
下
で
寝
て
い
る

と
、
通
過
す
る
列
車
か
ら
屎し

尿に
ょ
うが
降
り
注
い
で
き
た

と
話
し
て
い
ま
し
た
》。

　

無
一
文
に
近
い
状
態
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
さ
ぞ

大
変
な
道
行
き
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
す
る
。

　

詳
し
い
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
実
は
母
の

寿
々
も
石
川
県
高
松
町
の
生
ま
れ
だ
が
寿
々
の
姉
と

妹
の
２
人
が
岩
手
県
に
嫁
い
で
い
る
。
妹
の
ナ
カ
は

一
関
の
染
屋
に
嫁
い
で
お
り
、
後
に
姉
の
シ
ナ
も
花

巻
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
七
五
郎
は
赤
ん
坊
の
と

き
か
ら
シ
ナ
の
養
子
だ
と
い
う
。

　

だ
か
ら
、
孝
雄
と
七
五
郎
は
一
関
の
叔
母
を
頼
っ

て
岩
手
に
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
二
人
は

染
物
の
修
業
を
す
る
。《
夫
は
師
匠
よ
り
も
腕
を
あ

げ
た
そ
う
で
す
》。

　

や
が
て
孝
雄
は
盛
岡
で
独
立
し
、、
七
五
郎
も
花

卷
で
染
屋
を
始
め
る
。
後
に
、
孝
雄
の
次
男
・
孝
志

と
七
五
郎
の
娘
・
冨
美
と
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

戦
後
、
孝
雄
は
染
色
組
合
の
理
事
な
ど
も
つ
と
め

た
が
、
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
に
51
歳
で
他
界
し

た
。

　

―
こ
れ
が
、
鶴
彬
の
墓
が
盛
岡
に
あ
る
理
由
で
あ

る
。

喜多富美さんの御自宅の前で（喜多富美さんと鶴彬を語る
盛岡の会と鶴彬を顕彰する会のメンバー） 　　　　　　　

右が喜多富美さん



　

岩
手
に
よ
く
よ
く
ゆ
か
り
の
深
い
人

　

鶴
彬
の
墓
に
合
掌
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
く
っ
き
り

岩
手
山
が
見
え
る
。
鶴
彬
は
よ
く
よ
く
岩
手
に
ゆ
か

り
の
深
い
人
で
あ
る
。

①
兄
の
孝
雄
が
盛
岡
で
染
屋
を
し
て
い
た
こ
と
。

②
母
の
寿
々
の
姉
妹
が
岩
手
に
嫁
い
で
い
た
こ
と
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
簡
単
に
紹
介
す

る
。

③
生
前
、
鶴
彬
は
盛
岡
に
来
た
こ
と
が
あ
る
。

　

思
い
が
け
な
い
こ
と
を
多
鶴
が
語
っ
た
の
は
、
鶴

彬
生
誕
100
年
の
年
、
２
０
０
９
年
２
月
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
鶴
彬
が
《
警
察
に
追
わ
れ
て
、「
殺
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
、
助
け
て
く
れ
」
と
云
っ
て
夫
を

訪
ね
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
夫
は
「
よ
し
わ
か
っ

た
。
逃
げ
ろ
」
と
云
っ
て
逃
が
し
て
や
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
》。

　

そ
れ
が
、
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
推
測
す
る

材
料
の
一
つ
に
、
１
９
８
６
（
昭
和
11
）
年
１
月
発

行
の
『
蒼
空
』
に
載
っ
た
、
鶴
彬
の
次
の
３
句
の
作

品
が
あ
る
。

　「
空
家
が
あ
り
あ
ま
る
と
い
ふ
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン
チ
ベ
ン
チ
の
野
宿
」

　「
け
ふ
の
よ
き
日
の
旗
が
立
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぶ
れ
て
し
ま
ふ
」

　「
ゴ
ミ
箱
あ
さ
ら
せ
る
た
め
産
み
つ
け
や
が
っ
た

 
神
様
の
畜
生
」。

　

人
び
と
が
正
月
を
祝
っ
て
い
る
の
に
、
ベ
ン
チ
で

野
宿
し
、
ゴ
ミ
箱
を
あ
さ
っ
て
い
た
の
は
鶴
彬
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
盛
岡
に
来
た
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の

年
の
正
月
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
助
け
を
求
め
て
盛
岡
に
来
た
弟
は
特
高

警
察
に
捕
ま
っ
て
死
ん
だ
―
―
。
孝
雄
は
「
殺
さ
れ

た
」
と
直
感
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

多
鶴
は
《
夫
は
酒
に
酔
う
と
弟
の
一
二
は
赤
痢
菌

を
呑
ま
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
ん
だ
と
い
つ
も
云
っ
て
い

ま
し
た
》
と
語
る
。
抑
え
き
れ
な
い
怒
り
を
こ
め
た

兄
の
言
葉
で
あ
る
。

④ 

鶴
彬
は
石
川
啄
木
の
作
品
を
愛
読
し
、
兄
の
よ
う

に
慕
い
、
詩
作
に
も
思
想
に
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
。

　

川
柳
仲
間
に
「
失
職
す
る
と
啄
木
が
兄
の
や
う
に

思
は
れ
ま
す
」
と
書
い
た
手
紙
に
は
、
そ
の
あ
と
に

「
高
き
よ
り
飛
び
下
り
る
や
、
心
よ
く
我
に
の
句
、

我
が
抱
く
思
想
の
み
ん
な
金
な
き
に
因
せ
る
如
し
秋

風
ぞ
吹
く
、
の
心
境
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
」
と

あ
る
。『
一
握
の
砂
』
に
あ
る
３
首
の
歌
で
あ
る
。

啄
木
の
歌
の
魅
力
は
ど
ん
底
に
あ
っ
て
も
新
し
い
明

日
を
願
う
人
に
は
奮
起
す
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
鶴
彬
も
ま
た
啄
木
に
励
ま
さ
れ
、
大
い

に
奮
起
し
た
の
で
あ
る
。

　

鶴
彬
は
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
12
月
に
「
川
柳

人
」
事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
前
、
未
完
に
終
わ
っ
た
す

ぐ
れ
た
評
論
「
井
上
剣
花
坊
と
石
川
啄
木
」
を
発
表

し
て
い
る
。
こ
の
評
論
で
は
啄
木
の
歌
集
だ
け
で
な

く
、
評
論
・
日
記
・
手
紙
ま
で
読
み
込
ん
で
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

評
論
「
喰
ふ
べ
き
詩
」
や
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」

鶴彬の墓から見える岩手山



を
は
じ
め
、
啄
木
が
「
自
分
を
社
会
主
義
者
と
呼
ぶ

こ
と
を
躊
躇
し
て
ゐ
た
が
、
今
で
は
も
う
躊
躇
し
な

い
」
と
友
人
に
宛
て
た
手
紙
の
こ
と
も
出
て
く
る
。

　

そ
し
て
い
ま
、
鶴
彬
は
啄
木
の
ふ
る
さ
と
に
眠
っ

て
い
る
。

⑤ 

遠
野
市
上
郷
に
、
県
内
の
川
柳
人
か
ら
つ
の
っ
た

反
戦
川
柳
100
句
を
刻
ん
だ
碑
が
あ
る
。

　

そ
の
中
の
１
句
に
特
別
に
鶴
彬
の
「
手
と
足
を

…
…
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
８
２
年
９
月
に
「
手
と
足
を
…
…
」
の
句
碑

が
盛
岡
に
で
き
る
と
、
翌
年
の
８
月
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
、
全
国
に
数
あ
る
鶴
彬
の
句
碑
の
中
で
「
手

と
足
を
…
…
」
の
句
を
選
ん
だ
の
は
、
岩
手
の
盛
岡

と
こ
こ
遠
野
だ
け
で
あ
る
。

⑥ 

鶴
彬
は
逮
捕
さ
れ
る
直
前
は
、
深
川
の
木
材
通
信

社
で
働
い
て
い
た
。

　

職
場
の
同
僚
で
あ
っ
た
長
谷
川
英
夫
は
捕
ま
っ
た

鶴
彬
が
赤
痢
で
豊
多
摩
病
院
に
入
院
し
て
い
る
こ
と

を
知
る
と
、〝
コ
ッ
ソ
リ
〞
会
い
に
い
っ
た
。
そ
の

こ
と
を
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
新
聞
「
ア
カ
ハ
タ
」
に

投
稿
し
て
、
拷
問
と
虐
待
で
骨
と
皮
ば
か
り
に
衰
弱

し
き
っ
た
鶴
彬
の
最
後
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。

　

戦
後
の
長
谷
川
は
岩
手
県
の
北
上
市
に
移
り
、
日

本
共
産
党
中
部
地
区
委
員
会
の
専
従
役
員
と
し
て
活

動
し
た
。

⑦ 

川
柳
中
興
の
人
・
井
上
剣
花
坊
は
鶴
彬
の
よ
き
理

解
者
で
あ
っ
た
。
剣
花
坊
が
主
宰
し
た
川
柳
誌

『
川
柳
人
』
は
発
行
・
編
集
人
が
剣
花
坊
か
ら
信

子
夫
人
へ
、
さ
ら
に
井
上
鶴
子
へ
と
代
わ
っ
て
い

る
が
、
１
９
９
９
年
１
月
の
801
号
か
ら
は
岩
手
県

奥
州
市
の
佐
藤
岳
俊
が
受
け
つ
い
で
い
る
。

　

佐
藤
岳
俊
は
岩
手
県
川
柳
連
盟
の
主
宰
で
あ
り
、

毎
年
「
鶴
彬
・
井
上
剣
花
坊
祭
」
を
主
催
し
て
い

る
。
鶴
彬
を
語
る
盛
岡
の
会
の
「
鶴
彬
秋
の
つ
ど

い
」
と
も
連
携
し
あ
っ
て
い
る
。

⑧ 

さ
ら
に
井
上
剣
花
坊
の
次
男
で
、
実
業
家
の
鳳
吉

は
盛
岡
出
身
の
女
優
長
岡
輝
子
の
姉
・
妙
子
と
結

婚
し
て
い
る
。

　

―
こ
の
よ
う
に
、
鶴
彬
と
岩
手
に
は
深
い
関
わ
り

が
あ
る
。

　

鶴
彬
の
墓
を
案
内
し
、
春
・
秋
の
つ
ど
い
を
も
つ

中
で
、
小
さ
な
旗
で
も
振
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
大
事

で
、
継
続
は
力
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

県
内
は
も
と
よ
り
、
東
北
各
県
、
東
京
か
ら
も
来

訪
者
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
鶴
彬
の
墓
前
で
多

喜
二
や
啄
木
を
も
偲
び
、
鶴
彬
な
ら
「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
に
暴
走
す
る
ア
ベ
政
治
（
当
時
）
を
な
ん

と
詠
む
か
と
語
り
あ
っ
て
い
る
。

　

 （
牛
山
靖
夫
「
治
安
維
持
法
国
家
賠
償
要
求
同
盟

の
季
刊
誌
『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
２
０
１
６
春

季
号
」
よ
り
）

注
： 『
川
柳
人
』
以
外
の
写
真
は
、
２
０
２
２
年
９
月
24

日
に
顕
彰
会
事
務
局
の
平
野
喜
之
が
撮
っ
た
も
の

で
す
。

左から２番目が佐藤岳俊氏

『川柳人』第265号
（昭和９年11月号）



 

顕
彰
会
事
務
局
長
　
平
野
　
喜
之

　

こ
の
本
に
記
さ
れ
て
い
る
ダ
ニ
ー
・
ネ
ク
セ
タ
イ

さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

一
九
五
七
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
生
ま
れ
。
木
製
家
具

作
家
。
高
校
卒
業
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
で
三
年

間
兵
役
を
務
め
る
。
一
九
八
八
年
、
埼
玉
県
秩
父

に
移
住
。
自
宅
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
木
工
房

ナ
ガ
リ
家
を
開
設
。
現
在
は
夫
婦
で
注
文
家
具
、

遊
具
、
木
工
小
物
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
創
作
活
動

を
行
い
な
が
ら
、
反
戦
や
脱
原
発
を
テ
ー
マ
に
講

演
活
動
を
行
う
。
著
書
に
『
国
の
た
め
に
死
ぬ
の

は
す
ば
ら
し
い
？　

イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
き
た
ユ
ダ

ヤ
人
家
具
作
家
の
平
和
論
』（
高
文
研
）
が
あ
る
。

　

こ
の
本
に
よ
れ
ば
、
ダ
ニ
ー
・
ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん

は
最
初
か
ら
反
戦
や
脱
原
発
の
活
動
を
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
日
本
人
の
女
性
と

結
婚
し
、「
大
草
原
の
小
さ
な
家
」
と
い
う
テ
レ
ビ

番
組
を
観
て
以
来
、
夢
だ
っ
た
手
作
り
の
ロ
グ
ハ
ウ

ス
に
住
み
、
庭
の
畑
で
と
れ
た
野
菜
を
食
べ
、
ワ
イ

ン
を
飲
む
田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
し
な
が
ら
、
本
職
の

家
具
作
り
に
打
ち
込
み
、
そ
れ
に
や
り
が
い
を
感

じ
、
十
分
に
満
足
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
戦
争
、
原

発
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
沖
縄
の
基
地
問
題
、
気
候
危
機

な
ど
、
そ
れ
ら
の
問
題
が
気
に
な
っ
て
は
い
た
も
の

の
「
し
ょ
せ
ん
は
他ひ
と
ご
と

人
事
。
人
生
は
短
い
、
遊
ば
な

き
ゃ
損
」
と
思
っ
て
い
た
と
か
。
し
か
し
そ
の
一
方
、

自
分
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
生
活
に
ど
こ
か
後
ろ
め

た
さ
を
感
じ
、
物
足
ら
な
く
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
２
０
０
８
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
子
ど

も
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
大
殺
戮
、
２
０
１
１
年

の
福
島
第
１
原
発
事
故
を
経
験
し
た
こ
と
が
、
生
き

方
が
変
わ
る
転
機
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
高
市
早
苗
総
理
が
主
導
す
る
政
権
の
も

と
、
憲
法
改
正
、
と
り
わ
け
第
九
条
の
見
直
し
が
強

く
叫
ば
れ
て
い
る
現
状
に
、
私
は
深
い
危
惧
の
念
を

抱
き
ま
す
。
戦
争
放
棄
を
掲
げ
て
き
た
理
念
が
揺
ら

げ
ば
、
日
本
が
再
び
軍
事
的
緊
張
の
中
に
組
み
込
ま

れ
、
望
ま
ぬ
形
で
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
道
を
選
ぶ

こ
と
の
重
さ
を
、
い
ま
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
、
特
に
憲
法
九
条
の
精
神
を
私
な
り

に
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、「
武
器
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
国
際
法
を
重
視
し
、
粘
り
強
く
対
話
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
で
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
き
、
ま

ず
次
の
文
章
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。

　

 　

わ
た
し
は
兵
役
を
終
え
た
ば
か
り
で
イ
ス
ラ
エ

ル
か
ら
日
本
に
来
た
当
初
、
憲
法
９
条
を
知
り
、

「
軍
隊
を
持
た
ず
に
到
底
国
は
守
れ
な
い
。
軍
隊

を
持
た
な
い
な
ん
て
全
く
非
現
実
的
だ
」
と
思
い

ま
し
た
。

　

 　

し
か
し
、
２
０
０
８
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
ガ

ザ
侵
攻
か
ら
軍
隊
を
徹
底
的
に
疑
う
よ
う
に
な
っ

た
結
果
、
今
で
は
軍
隊
を
持
た
な
い
こ
と
こ
そ

が
、
実
は
本
当
に
国
を
守
る
基
本
だ
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
武
器
に
頼
る
と
キ
リ
が
な

い
」
の
で
す
。 

（
一
〇
八
頁
）

　

こ
れ
は
第
２
章
「
軍
隊
を
疑
う
」
の
中
の
文
章
で

す
。
ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん
が
「
軍
隊
を
徹
底
的
に
疑
う
」

こ
と
に
な
っ
た
出
来
事
は
、「
２
０
０
８
年
の
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
の
ガ
ザ
侵
攻
」
で
し
た
。
あ
る
こ
と
が

き
っ
か
け
で
そ
の
実
態
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

ハ
マ
ス
幹
部
か
ら
事
前
に
何
回
か
停
戦
の
た
め
の
交

渉
の
提
案
が
あ
っ
た
の
に
拒
否
し
、
最
後
の
提
案
の

際
に
は
す
で
に
攻
撃
を
決
め
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
こ
れ
は
交
渉
の
余
地
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
開
始
さ
れ
た
、「
は
じ
め
か
ら
避
け
ら

れ
た
戦
争
」
だ
っ
た
の
で
し
た
。
な
ぜ
避
け
ら
れ
た

『
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
元
兵
士
が
語
る
非
戦
論
』

『
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
元
兵
士
が
語
る
非
戦
論
』

  
（
ダ
ニ
ー
・
ネ
フ
セ
タ
イ
著

（
ダ
ニ
ー
・
ネ
フ
セ
タ
イ
著  

集
英
社
新
書
）

集
英
社
新
書
）
に
学
ぶ

に
学
ぶ



の
に
も
か
か
わ
ら
ず
避
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の

か
。
ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん
は
そ
の
疑
問
と
向
き
合
っ
て

い
る
う
ち
に
、
軍
隊
が
抱
え
て
い
る
悪
に
気
づ
い
た

の
で
す
。

　

 　

ま
ず
、
軍
隊
は
味
方
と
敵
を
キ
ッ
パ
リ
と
分
け

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
善
、
彼
ら
は
悪
と
い
う
分

断
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
軍
隊
で
す
。
当

然
敵
を
憎
む
と
い
う
感
情
に
支
配
さ
れ
ま
す
。

 
（
九
十
八
頁
）

　

 　

さ
ら
に
、
紛
争
が
生
じ
た
時
、
軍
隊
に
よ
る
解

決
と
は
つ
ま
り
は
殺
人
に
よ
る
解
決
で
す
。
軍
隊

は
人
権
や
民
主
主
義
と
は
正
反
対
の
解
決
し
か
で

き
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
戦
争
で
問
題
が
「
解

決
」
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
負
け
た
側
の
復
讐

心
や
怨
恨
は
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の

歴
史
を
ふ
り
返
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

　

 　

そ
し
て
、
戦
争
の
犠
牲
者
は
殺
さ
れ
た
人
や
そ

の
遺
族
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
殺
す
側
の
人
も

犠
牲
者
な
の
で
す
。
殺
人
は
、
殺
す
人
の
精
神
も

殺
し
ま
す
。
そ
れ
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（Post-Traum

atic 

Stress D
isorder

：
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
が

い
）
で
す
。
心
を
病
む
と
や
が
て
は
自
殺
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

 　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
死
亡
者
の
う
ち
、
２
０
０
６

年
か
ら
15
年
は
４
分
の
１
、
16
年
か
ら
20
年
は
３

分
の
１
、
ピ
ー
ク
の
19
年
は
45
％
も
の
人
が
自
殺

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

 　

つ
ま
り
、
死
亡
者
の
ほ
ぼ
半
数
が
自
殺
な
の
で

す
。 

（
九
十
九
頁
）

　

軍
隊
に
は
、
人
間
を
敵
か
味
方
か
に
分
け
て
み
る

と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
敵
を
殺
す
こ

と
が
軍
隊
に
よ
る
解
決
法
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
本

当
の
解
決
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
負
け
た
ほ
う
の

「
復
讐
心
や
怨
恨
」
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
争
い
が
起

こ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
争
い
の
中

で
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
す
。
犠
牲
者
は
殺
さ
れ

る
人
や
そ
の
遺
族
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
殺
す
側

の
人
間
も
ま
た
犠
牲
者
な
の
で
す
。
人
を
殺
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
精
神
が
殺
さ
れ
る
の
で
す
。

　

私
が
こ
の
第
２
章
を
読
ん
で
最
も
恐
ろ
し
い
と
感

じ
た
の
は
、
次
の
一
点
で
し
た
。
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ

ル
の
国
民
た
ち
が
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
無
残
に
殺

さ
れ
て
い
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
の
悲
し
み
を
想

像
す
る
」（
一
〇
四
頁
）
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
で
す
。

　

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
数
人
の
小
中
学
生
た
ち
が

ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん
の
家
に
訪
れ
て
、
一
緒
に
ビ
デ
オ

を
観
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
に
つ
い
て
語
り
合

う
と
い
う
企
画
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ビ
デ
オ

の
中
に
、
２
０
０
８
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
に
よ
る

ガ
ザ
空
爆
の
際
、
現
場
の
近
辺
ま
で
写
真
を
撮
り
に

行
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
た
ち
の
映
像
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

 

爆
発
が
あ
り
噴
煙
が
上
が
る
と
笑
顔
で
「
ヤ
ッ

タ
ー
」
と
ば
か
り
に
歓
声
を
あ
げ
、
拍
手
す
る
数

人
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
。 

（
一
〇
二
頁
）

　

そ
の
ビ
デ
オ
を
観
た
中
学
生
く
ら
い
の
男
子
が

「
爆
弾
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
が
死
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
な
の
に
な
ぜ
笑
っ
て
見
て
い
ら
れ
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
を
尋
ね
た
そ
う
で
す
。
そ
の
問

い
を
受
け
て
「
人
の
死
を
笑
う
と
い
う
の
は
と
ん
で

も
な
い
こ
と
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
ネ
フ
セ
タ
イ

さ
ん
は
こ
の
子
供
た
ち
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ

て
い
る
節
の
締
め
く
く
り
で
「
軍
隊
は
、
そ
し
て
戦

争
は
確
実
に
わ
た
し
た
ち
の
心
も
む
し
ば
ん
で
い

く
」（
一
〇
二
頁
）
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
鶴
彬
の
次
の
川
柳
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。

　
手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し
て
返
し
　

　 

万
歳
と
あ
げ
て
行
っ
た
手
を
大
陸
に
置
い
て

来
た



谷
口
善
太
郎
没
後
50
年
を
記
念
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
『
谷
口
善
太
郎

た
た
か
う
小
説
』
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
と
抑
圧
の
時
代
に
あ
っ
て
、
権
力
に
迎
合
す

る
こ
と
な
く
、
言
葉
に
よ
っ
て
現
実
と
向
き
合
い
続

け
た
作
家
・
谷
口
善
太
郎
。
そ
の
生
涯
と
文
学
を
た

ど
る
本
作
は
、「
書
く
こ
と
」
が
い
か
に
時
代
へ
の

応
答
で
あ
り
、「
た
た
か
い
」
で
あ
っ
た
の
か
を
静

か
に
問
い
か
け
ま
す
。

同
時
代
を
生
き
、
短
い
生
涯
の
中
で
鋭
い
言
葉
を

遺
し
た
川
柳
作
家
・
鶴
彬
の
姿
を
思
い
起
こ
す
方
も

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
表
現
の
か
た
ち
は
異
な
っ
て

も
、
時
代
の
矛
盾
や
不
条
理
に
対
し
て
、
言
葉
を

も
っ
て
抗
い
続
け
た
そ
の
在
り
方
に
は
、
ど
こ
か
深

く
通
い
合
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
声
を
上
げ
る
こ
と

が
容
易
で
は
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
な
お

言
葉
を
紡
ぐ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
作
は
、
そ

の
問
い
を
私
た
ち
自
身
に
差
し
返
し
て
き
ま
す
。

い
ま
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
表
現
と
は
何

か
、
人
間
と
は
何
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
る
一

本
で
す
。
各
地
で
上
映
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
事
務
局

平
野
喜
之
）

日
　
　
　
時
：
６
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

会
　
　
　
場
：
た
か
ま
つ
ま
ち
か
ど
交
流
館

　
　
　
　
　
　
（
石
川
県
か
ほ
く
市
高
松
）

入

場

料
：
１
、５
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

製
作
・
構
成
・
監
督
：
土
本

貴
生

企
画
協
力
：
谷
口
善
太
郎
を
語
る
会

　
　
　
　
　
　

谷
口
善
太
郎
を
顕
彰
す
る
石
川
の
会

特
別
協
力
：
谷
口

佳
子

配
給
・
宣
伝
：
京
都
映
画
セ
ン
タ
ー

公
式
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

　
　

https://tanizen-film
.jp/

谷
口
善
太
郎
没
後

谷
口
善
太
郎
没
後
5050
年
記
念

年
記
念

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
谷
口
善
太
郎

「
谷
口
善
太
郎      

た
た
か
う
小
説
」

た
た
か
う
小
説
」

 
の
上
映
会
の
ご
案
内

の
上
映
会
の
ご
案
内



鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
事
務
局
長

平
野

喜
之

昨
年
（
二
〇
二
五
年
）
の
十
二
月
十
八
日
（
木
）

に
、
顕
彰
会
事
務
局
員
で
あ
る
遠
田
勝
良
さ
ん
、
喜

多
義
教
さ
ん
と
私
で
、
道
下
（
と
う
げ
）
第
一
仮
設

住
宅
へ
ラ
ー
メ
ン
の
炊
き
出
し
の
お
手
伝
い
に
行
き

ま
し
た
。
い
つ
も
は
茨
城
県
古
河
市
か
ら
来
ら
れ
る

梁
河
文
昌
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
代
表

真
宗
大
谷
派
僧
侶
）
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

の
ラ
ー
メ
ン
の
炊
き
出
し
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
で

す
が
、
今
回
は
富
山
の
見
義
智
証
さ
ん
と
輪
島
の
梯

浄
円
さ
ん
（
ど
ち
ら
も
真
宗
大
谷
派
僧
侶
）
た
ち
を

中
心
に
行
わ
れ
た
道
下
第
一
仮
設
住
宅
の
集
会
場
を

利
用
し
た
ラ
ー
メ
ン
の
炊
き
出
し
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。

保
存
の
た
め
に
凍
ら
せ
て
い
た
焼
き
豚
を
、
バ
ー

ナ
ー
で
焼
い
て
ラ
ー
メ
ン
の
上
に
載
せ
た
と
こ
ろ
、

「
美
味
し
い
！
」
と
大
好
評
で
し
た
。

炊
き
出
し
の
帰
り
に
、
昨
年
の
十
一
月
末
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
と
う
げ
マ
ル
シ
ェ
」
に
寄
り
ま
し
た
。

私
は
と
う
げ
マ
ル
シ
ェ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
協
力
し
て
い
た
の
で
、
是
非
一
度
寄
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

店
内
を
一
通
り
見
終
わ
っ
た
後
、
三
人
で
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

今
年
（
二
〇
二
六
年
）
三
月
二
十
五
日
に
東
京
の

八
王
子
市
か
ら
、
河
智
健
三
さ
ん
が
ま
ち
か
ど
交
流

館
３
階
の
鶴
彬
資
料
室
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
河
智
さ

ん
は
鶴
彬
通
信
「
は
ば
た
き
」
の
早
く
か
ら
の
読
者

で
あ
り
、
神
山
監
督
の
映
画
「
鶴
彬

こ
こ
ろ
の
軌

跡
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
毎
年
の
よ
う
に
複
数
枚
購
入
し
て

下
さ
る
方
で
す
。

（
平
野
喜
之
記
）

能
登
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
レ
ポ
ー
ト

能
登
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
レ
ポ
ー
ト

鶴彬資料室にて（左から遠田、喜多、河智健三さん、小山、平野（道））

左
か
ら
遠
田
さ
ん
、
喜
多
さ
ん

当
日
の
ラ
ー
メ
ン
（
右
）

ラ
ー
メ
ン
を
待
っ
て

並
ぶ
道
下
の
方
々
（
下
）



◆会員募集◆

鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
事
務
局

平
野

喜
之

私
が
鶴
彬
通
信
「
は
ば
た
き
」
の
編
集
を
任
せ
ら

れ
た
の
は
２
０
２
０
年
７
月
の
こ
と
で
、
35
号
か
ら

関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
任
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
当

初
は
何
を
ど
の
よ
う
に
編
集
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な
私
に

寄
り
添
い
、
手
助
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
昨

年
10
月
19
日
に
逝
去
さ
れ
た
渡
辺
寛
さ
ん
で
し
た
。

真
夜
中
に
一
人
で
編
集
作
業
を
し
て
い
る
と
、
ふ

と
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
渡
辺
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
う
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と

思
い
を
巡
ら
せ
る
と
、
声
な
き
助
言
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
の
心
の
中
で
、
渡
辺
さ

ん
は
今
も
生
き
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
日
本
、
そ
し
て
世
界
の
政
治
状
況

を
見
た
と
き
、
私
は
鶴
彬
の

墨
を
す
る
如
き
世
紀
の
闇
を
見
よ

と
い
う
句
を
思
い
出
し
ま
す
。
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
時

代
の
空
気
が
濃
く
な
り
、
も
の
が
言
い
に
く
く
な

る
。
そ
の
よ
う
な
闇
が
、
い
ま
再
び
広
が
り
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
不
安
を
覚
え
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
た
だ
不
安
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

闇
を
闇
と
し
て
見
抜
こ
う
と
す
る
眼
差
し
こ
そ
が
問

わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
、
そ

の
営
み
を
手
放
さ
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

９
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

●
第
13
回
「
鶴
彬
」
か
ほ
く
市
民
川
柳
祭

●
第
31
回

鶴
彬
川
柳
大
賞

・
入
賞
・
入
選
作
品
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

に
鶴
彬
の
句
と
共
に
行
灯
で
展
示
。

・
か
ほ
く
市
民
川
柳
祭
の
表
彰
式
は
午
後
２
時

よ
り
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
。

・
鶴
彬
川
柳
大
賞
に
つ
い
て
は
投
句
者
全
員

に
、
後
日
入
賞
、
入
選
作
品
の
発
表
誌
を
送

付
す
る
。

表
彰
式
の
前
に
「
は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス
」
と

「
高
松
少
年
少
女
合
唱
団
」
の
演
奏

　
　

９
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
５
時

●
白
山
市
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

「
で
え
げ
っ
さ
あ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

●
本
康
宏
史
氏
の
講
演

講
題
「
鶴
彬
と
治
安
維
持
法

―
七
連
隊
赤
化
事
件
の
背
景
―
」

　
　

９
月
14
日
（
月
）

●
第
９
回
「
墓
碑
法
要
の
集
い
」

・
開
会
・
午
前
10
時
〜
閉
式
10
時
30
分

・
会
場
／
浄
専
寺

●
第
28
回
鶴
彬
を
た
た
え
る
集
い
「
碑
前
祭
」

・
開
会
・
11
時
〜
閉
会
11
時
30
分

１2３ 第
4
回

「
高
松
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

松

第第第第第第第第
141414
回回回
鶴
彬
の
ふ
る
さ
と

鶴
彬
の
ふ
る
さ
と

鶴
彬
の
ふ
る
さ
と

「
高
松
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
高
松
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
高
松
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

会会
場
／
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

会
場
／
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

高
松
歴
史
公
園

高
松
歴
史
公
園

高
松
歴
史
公
園


